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■ICTツール概要

■写真・イメージ

コミュニケーション 元請職員

記録 作業員

管理 設計者

計測・測量 監理者

検査 その他

現場半自動化

バーチャル iOS

文字変換 Android

図面閲覧 Windows

発行日 2022年3月

使用時期 用途 対象者

メーカー
問合せ先
担当者

Microsoft Teams：0120-167-400　GoogleMeet：0120－106107
zoom：https://explore.zoom.us/ja/contactsales-rev/
webex：0120-339-836　V-CUBE：03-4405-2688　LiveOn：03-5297-5511

備　考 各種プランや料金については、各社のサイトをご確認ください。

■検索分類

着工時

施工時

竣工時

アフター

その他

コスト

コミュニケーション
Web会議システム

・Microsoft Teams（日本マイクロソフト）：https://www.microsoft.com/ja-jp/microsoft-
teams/compare-microsoft-teams-options?activetab=pivot:primaryr1
・Zoom（Zoom Video Communications）：https://zoom.us/pricing
・Webex（CISCO）：https://www.webex.com/ja/pricing/index.html
・Google Meet（NTTコミュニケーションズ）：
https://www.ntt.com/business/services/application/mail-groupware/gsuite/function.html
・V-CUBE（ブイキューブ）：https://jp.vcube.com/service/meeting
・LiveOn（ジャパンメディアシステム）：https://www.liveon.ne.jp/product/price.html

対象OS

分類：
ICTツール名：

■特徴

特徴
・

メリット

【効果】
・インターネットがつながる環境であればどこでもいつでも会議ができるため、交通費と
移動時間が削減できる。
・個人チャットの他、グループや組織ごとに会話ができ、スペースに入室する人を制限
できるので、他部署と混ざらずに会話ができる。
・１対１のテレビ電話はもちろん複数人同時で会議に参加が可能。
・投票やアンケート機能を利用することで、セミナーや講演会などの開催も可能。
・録画機能を利用することで会議に参加できなかった方への共有が容易になる。
・低コストで運用可能（料金の詳細は各サイトにてご確認ください）

デメリット 通信環境によっては会議が中断する可能性もあり。

「働き方改革」を実現する主力製品として利用者拡大中！
インターネットを通じて遠隔地にいる相手と会議を行えるツール。リアルタイ
ムで音声や動画、資料の共有が可能。
クラウド利用の他、セキュリティが高いオンプレミスでの利用ができる製品も
あります。

準備段階


